※パイプオルガンの説明と写真を枠で囲って公演情報に追加してください。

京都コンサートホールの「パイプオルガン」
（※写真1点）
フランス・ドイツの両様式で設計されたこの楽器は、ドイツのヨハネス・クライス社によるもの。ストップ数90、パイプ総数7,155本と、国内最大級の規模を誇る。世界初の試みとして、尺八や篠笛、篳篥、笙といった日本の伝統楽器による音色を採用。
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オムロン パイプオルガン コンサートシリーズ
Vol.65「世界のオルガニスト」

注目の若手オルガニストが京都初登場！

国内最大級のパイプオルガンの魅力を堪能する人気シリーズ「オムロン パイプオルガン コンサートシリーズ」。第65回は、パリ・ノートルダム大聖堂始まって以来初となる研修オルガニストを務めた、ハンガリー出身のアダム・タバイディが登場します。
オリヴィエ・ラトリーやミシェル・ブヴァールなど世界的オルガニストに師事したタバイディは、ヴェルサイユ宮殿王室礼拝堂やシャルトル大聖堂でコンサートを開催するなど、いま期待のオルガニストです。どうぞお楽しみに。

［オルガン］アダム・タバイディ（第21代札幌コンサートホール専属オルガニスト）

J.S.バッハ：トッカータ、アダージョとフーガ ハ長調BWV564
メンデルスゾーン（ウォーレン編曲）：序曲「真夏の夜の夢」op.21
リスト：バッハの名による前奏曲とフーガS.260
タバイディ：即興演奏
バルトーク（タバイディ編）：舞踏組曲 BB86aより 第1、2、3舞曲　ほか

一般 1,000円　高校生以下 500円　会員 900円

協賛：オムロン株式会社

写真1点：クレジット不要
アダム・タバイディ
